
埼玉県特集
吉野淳一氏県民生活部長

グローバル人材を育成

　
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
む
中
、
埼
玉
県
が

今
後
も
成
長
し
て
い
く
た
め

に
は
、
世
界
で
活
躍
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
７
月
に
「
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

埼
玉
」
を
設
立
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
の
自

治
体
で
初
め
て
、
外
国
人
留

学
生
だ
け
で
な
く
、
日
本
人

学
生
に
対
し
て
も
留
学
前
か

ら
留
学
後
の
就
職
ま
で
総
合

的
に
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
共
に
支
え
合
う
地

域
社
会
を
確
立
す
る
た
め
、

現
在
県
内

の
市
町
に
広
が

っ
て
い
る
「
地
域
支
え
合
い

の
仕
組
み
」
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
共
助
の
仕

組
み
を
、
よ
り
一
層
普
及
・

拡
大
さ
せ
、
地
域
の

き
ず

な

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

鈴木豊彦氏福祉部長

セーフティーネット強化

　
誰
も
が
い
き
い
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

に
向
け
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
強
化
と
自
立
支
援

の
拡
充
を
進
め
る
。

　
埼
玉
県
は
全
国
で
最
も
高

齢
化
が
加
速
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
介
護
基
盤
を
着
実
に

整
備
し
て
い
く
一
方
で
、
高

齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
止

す
る
た
め
の
県
民
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
介
護
予
防
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
、
認
可
保
育
所
を
整

備
す
る
ほ
か
、
幼
稚
園
や
企

業
と
連
携
し
た
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
も
進
め
、
受
け
入

れ
枠
４
０
０
０
人
分
の
拡
大

を
図
る
。
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

保
育
士
の
人
材
確
保
に
も
取

り
組
む
。

　
障
害
者
施
設
を
計
画
的
に

整
備
し
つ
つ
、
授
産
製
品
の

販
路
拡
大
や
魅
力
あ
る
商
品

開
発
に
注
力
し
、
工
賃
向
上

を
進
め
て
い
く
。

山次郎氏農林部長

農林業で埼玉を元気に

　

月

―

日
に
、
皇
族

殿
下
を
お
迎
え
し
て
、
第

回
全
国
育
樹
祭
を
寄
居
町
の

金
尾
山
県
有
林
、
熊
谷
市
の

彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
で

開
催
す
る
。

　
こ
の
育
樹
祭
を
契
機
に

「
水
・
み
ど
り
・
花
」
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
は
多
彩
な

農
産
物
の
産
地
で
あ
り
、
ネ

ギ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
サ
ト

イ
モ
、
小
松
菜
、
パ
ン
ジ
ー

は
産
出
額
全
国
１
位
と
な
っ

て
い
る
。
新
規
就
農
者
数
も

着
実
に
増
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
勢
い
の
あ
る
埼
玉
農
林

業
の
競
争
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
。

　
農
林
業
は
、
食
、
水
、
み

ど
り
を
守
り
、
産
業
を
興
す

基
盤
と
な
る
。
将
来
に
向
け

た
埼
玉
農
林
業
の
基
盤
づ
く

り
も
見
据
え
な
が
ら
、
職
員

一
同
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

農
林
業
を
振
興
し
、
埼
玉
を

元
気
に
し
て
い
く
。

松岡進氏公営企業管理者

安全な水を確実に供給

　
企
業
局
で
は
、
安
心
・
安

全
な
水
の
安
定
供
給
と
、
県

内
に
企
業
を
誘
致
す
る
た
め

の
産
業
団
地
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
水
の
供
給
で
は
、

水
質
管
理
を
徹
底
し
な
が

ら
、
災
害
に
強
い
水
道
を
目

指
し
て
水
道
施
設
の
耐
震
化

や
自
家
用
発
電
設
備
の
整
備

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　
産
業
団
地
の
整
備
で
は
、

現
在
事
業
化
し
て
い
る
白

岡
、
幸
手
、
杉
戸
地
区
を
着

実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に

新
た
な
産
業
団
地
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
い
ず
れ
の
事
業
に
お
い
て

も
、
「
県
内
経
済
の
活
性
化

と
雇
用
の
確
保
」
に
資
す
る

よ
う
早
期
の
発
注
を
目
指
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
水
道
分
野
で
の
国

際
技
術
協
力
を
通
じ
て
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
信
頼
関
係
を
基

に
、
県
内
企
業
と
連
携
し
て

海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

て
い
く
。

福島　亨氏危機管理防災部長

広域災害への対応強化

　
首
都
直
下
地
震
な
ど
近
い

将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
広

域
災
害
へ
の
備
え
に
集
中
し

て
取
り
組
む
。

　
埼
玉
県
は
海
岸
線
や
地
下

街
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
な

く
、
災
害
リ
ス
ク
は
比
較
的

少
な
い
が
、
広
域
災
害
に
伴

う
電
力
や
燃
料
、
食
糧
不
足

な
ど
の
２
次
的
被
害
へ
の
対

応
は
欠
か
せ
な
い
。

　
埼
玉
の
住
宅
耐
震
化
率
は

％
を
超
え
て
い
る
が
、
さ

ら
に
人
的
被
害
を
抑
え
る
た

め
、
家
具
の
固
定
や
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
１
７
１
な
ど
基
本
的

な
自
助
努
力
を
徹
底
す
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
住
宅
地
が

多
い
埼
玉
で
は
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
養
成
や
訓
練
な
ど
自

主
防
災
組
織
の
育
成
も
重
要

だ
。

　
ま
た
、
想
定
で
は
１
３
０

万
人
以
上
が
県
外
に
残
る
と

さ
れ
る
帰
宅
困
難
県
民
や
、

同
時
被
災
す
る
首
都
圏
の
支

援
受
援
体
制
な
ど
広
域
の
対

策
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

奥野立氏保健医療部長

医療分野の共助推進

　
新
た
に
策
定
し
た
第
６
次

地
域
保
健
医
療
計
画
を
着
実

に
推
進
し
、
誰
も
が
健
康
に

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

　
ま
ず
、
県
内
８
カ
所
目
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
新
生

児
集
中
治
療
室

Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ

の
整
備
を
進
め
、
喫
緊

の
医
療
課
題
と
な
っ
て
い
る

救
急
・
周
産
期
医
療
体
制
の

維
持
・
強
化
を
図
る
。
さ
い

た
ま
新
都
心
に
県
立
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
と
さ
い
た
ま
赤

十
字
病
院
を
移
転
立
地
し
、

高
度
な
周
産
期
医
療
と
救
命

救
急
医
療
を
提
供
す
る
医
療

拠
点
の
整
備
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
備

え
、
介
護
と
の
連
携
を
強
化

し
、
在
宅
医
療
体
制
の
整
備

を
進
め
る
。
こ
う
し
た
体
制

整
備
に
あ
た
り
、
県
民
、
医

療
関
係
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
「
共
助
」
の
精
神

で
医
療
資
源
を
支
え
、
守
り

育
て
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

柳沢一正氏県土整備部長

県民の安心・安全を確保

　
２
０
１
３
年
度
は
、
「
安

心
・
安
全
を
実
現
す
る
災
害

に
強
い
県
土
づ
く
り
」
、

「
首
都
圏
を
支
え
る
県
土
づ

く
り
」
、
「
豊
か
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
県
土
づ
く
り
」

の
三
つ
の
基
本
目
標
の
下
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
す

る
。

　
こ
の
中
、
新
規
事
業
と
し

て
、
都
市
河
川
で
災
害
時
の

消
防
水
利
を
整
備
す
る
「
川

の
消
火
基
地
づ
く
り
」
、
通

学
児
童
等
が
安
心
し
て
信
号

待
ち
が
で
き
る
よ
う
ス
ポ
ッ

ト
的
に
歩
道
を
整
備
す
る

「
通
学
路
た
ま
り
空
間
整

備
」
、
自
転
車
レ
ー
ン
等
を

計
画
的
に
設
置
す
る
「
自
転

車
す
い
す
い

プ
ラ
ン
」
を

実
施
す
る
。

　
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
で
あ
る

年
度
２
月
補
正

を
含
め
た

カ
月
予
算
を
活

用
し
、
早
期
の
効
果
発
現
に

努
め
、
県
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
し
て
い
く
。

牟田口照恭氏埼玉県産業技術総合センター長

業績に直結する支援

　
「
県
内
企
業
の
振
興
と
発

展
を
図
る
」
が
、
当
セ
ン
タ

ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
こ
れ
を

具
現
化
す
る
た
め
、
試
験
と

研
究
の
質
を
高
め
な
が
ら
、

企
業
業
績
に
直
結
す
る
よ
う

支
援
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

　
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
等
に
つ
な

が
る
現
場
改
善
支
援
を
継
続

し
つ
つ
、
最
近
特
に
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
試
作
の
高

精
度
化
、
迅
速
化
、
高
付
加

価
値
化
を
狙
い
と
し
た
支
援

策
に
力
を
入
れ
る
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
自
ら
が

次
世
代
技
術
を
先
導
し
て
い

く
た
め
、
研
究
開
発
や
技
術

セ
ミ
ナ
ー
に
も
注
力
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
展
開
し
、
な
お
か

つ
実
効
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
こ
の
た
め
、
ク

ロ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
的
な

チ
ー
ム
編
成
で
、
他
機
関
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
地

域
産
業
へ
の
貢
献
を
目
指
し

て
い
く
。

畠山真一氏環境部長

創エネ埼玉モデルを

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
日
本

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
原
発
の
停
止
で
火
力

発
電
へ
の
依
存
が
高
ま
り
、

燃
料
費
が
年
間
３
・
８
兆
円

増
加
。
そ
の
ツ
ケ
が
電
気
料

金
引
き
上
げ
と
い
う
形
で
家

庭
や
中
小
企
業
を
直
撃
し
て

い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
２
０
２
０
年

の
排
出
量
を

年
比
で

％

削
減
す
る
と
い
う
埼
玉
県
の

目
標
達
成
は
至
難
の
業
だ
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
と
省
エ
ネ
の
徹
底
は
、

経
済
と
環
境
の
両
面
か
ら
ま

さ
に
急
務
と
言
え
る
。
こ
の

た
め
、
既
存
の
街
並
み
を
エ

コ
タ
ウ
ン
に
変
え
る
と
い
う

全
国
に
も
例
が
な
い
埼
玉
エ

コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

早
期
に
実
現
す
る
。

　
併
せ
て
、
家
庭
と
中
小
企

業
の
省
エ
ネ
投
資
を
促
し
、

環
境
面
か
ら
経
済
を
元
気
に

す
る
取
り
組
み
も
考
え
て
い

き
た
い
。

山中融氏産業労働部長

政策の地方分権化を

　
通
商
産
業
政
策
の
地
方
分

権
化
を
進
め
、
最
優
先
課
題

で
あ
る
経
済
の
再
生
に
つ
な

げ
て
い
く
。

　
そ
の
た
め
に
、
海
外
の
成

長
を
取
り
込
む
た
め
の
中
小

企
業
の
海
外
展
開
支
援
、
充

実
し
た
産
業
イ
ン
フ
ラ
を
生

か
し
た
企
業
誘
致
、
成
長
産

業
分
野
に
お
け
る
新
た
な
産

業
の
創
出
に
力
を
入
れ
る
。

　
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
そ
ろ
え
た
フ

ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
女
性
に

よ
る
消
費
拡
大
や
女
性
の
活

躍
の
場
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
雇
用
対
策
で
は
、
昨
年
開

設
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和

・
就
業
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

に
、
若
者
、
女
性
コ
ー
ナ
ー

を
新
設
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
求
職
者
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
相
談
か
ら
職
業
紹
介

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援

す
る
。

南沢郁一郎氏都市整備部長

魅力ある都市づくり

　
人
口
減
少
社
会
は
、
都
市

が
選
ば
れ
る
時
代
で
あ
る
。

選
ば
れ
る
埼
玉
を
実
現
す
る

た
め
都
市
整
備
部
で
は
、

「
安
心
・
安
全
で
魅
力
あ
る

都
市
づ
く
り
」
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
を

確
保
す
る
た
め
、
閉
塞
建
築

へ
い
そ
く

物
の
耐
震
化
を
引
き
続
き
促

進
し
て
い
く
。
下
水
道
マ
ン

ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
策
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
完
了

さ
せ
る
。
ま
た
、
民
間
共
同

住
宅
の
整
備
に
よ
る
密
集
市

街
地
の
改
善
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
新
駅
を
中
心
と
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
や
、
都
市
部

の
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
で
も
あ
る
県
営
公
園
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
、
埼
玉

の
魅
力
を
一
層
高
め
て
い

く
。
さ
ら
に
、
子
育
て
世
代

へ
の
住
ま
い
支
援
や
、
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
住
宅
施
策

に
も
力
を
入
れ
た
い
。

秋山秀次郎氏埼玉県産業振興公社理事長

産業の活性化に貢献

　
「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を

と
こ
と
ん
支
援
し
ま
す
」
を

基
本
理
念
と
す
る
当
公
社

は
、
県
内
産
業
全
体
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
役

目
。
こ
の
た
め
、
個
別
企
業

の
経
営
支
援
お
よ
び
取
引
先

開
拓
や
研
修
事
業
な
ど
従
来

の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
成

長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
の
振

興
や
海
外
展
開
支
援
な
ど
を

重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
２
０
１
３
年
度
は
次
世
代

自
動
車
支
援
に
加
え
、
「
海

外
展
示
会
の
出
展
支
援
」
、

「
医
療
・
福
祉
や
健
康
、
子

育
て
、
食
な
ど
の
生
活
サ
ポ

ー
ト
産
業
の
振
興
」
、
「
医

療
系
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
推

進
」
に
、
よ
り
積
極
的
に
取

り
組
み
、
産
業
政
策
の
地
方

分
権
化
を
掲
げ
る
埼
玉
県
の

施
策
実
施
機
関
と
し
て
、
県

内
産
業
の
振
興
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ５月３１日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


